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平成２9年度 狭山市立入間野小学校自己評価書 

 
１ 本年度の重点目標 

（１） 学校課題研究 特別活動「めあてを明確にもち、所属する集団のために実践していく学級

活動の創造」の推進 

（２） 知識・技能の確実な習得と活用する力の育成 

（３） 運動の日常化と進んで運動する児童の育成 

（４） よりよい人間関係を築き、協力し、自主的に活動する児童の育成 

（５） 積極的な学校応援団・ＳＳＶＣの活用による教育活動の充実 

（６） 安心・安全な学校づくりの推進 

（７） 職員室の美化と、美しい言葉づかいによる教育環境の整備 

（８） 家庭、地域、関係機関と連携した教育活動の推進 

（９） 教職員の人材育成 

 

２ 本年度の経営方針 
  教職員一丸となって、児童一人一人と集団をよりよく変容させ、学校への信頼を得る 

 

３ 自己評価結果 
【評価の目安】Ａ：よくできている(90%)Ｂ：概ねできている(75%)Ｃ：あまりできていない(60%)Ｄ：できていない(60%未満) 

項目            観      点 達成状況 改 善 の 方 策 

 １ 学校教育目標 (知・徳・体の調和のと

れた児童の育成) 

 ・所属する集団のために考え行動する児童の育成 

のため、来年度も、「仲よくする子」に重点を置 

いて指導する。 １ 「仲よくする子」は具現化できたか。(目を見て挨拶、「オアシ

スご」が言える、集団のために考え行動できる。) 
Ｂ 

 
２ 「考える子」は具現化できたか。(届く声で話す、文字を丁寧に

書く、進んで家庭学習や読書に取り組む。) 
Ｂ 

 
３ 「やりぬく子」は具現化できたか。(あきらめず時間いっぱいな

取組、進んで運動する、危機管理能力を身に付ける。) 
Ｂ 

 

  ２ 教育課程 (学力向上ブランの推進)  ・昨年度学校課題研究として、「単元を貫く言語 

活動による国語科授業研究」に全校一丸となっ 

て取り組んだ。ここで得た教育財産を生かし、 

引き続き指導を重ねていくことができている。 

・全学級に、ＩＣＴを効果的に活用し、デジタル 

教科書や書画カメラの利用が図られた。 

・学習課題の明示はできているが、児童の言葉に 

よるまとめができるよう、展開の終末の時間を

確保する。 

・単元を見通した教材研究や学習過程を立案でき 

るようにしていく。 

・相手の考えを分かろうとして問い返し、考えを 

深められる児童の育成を重点として指導する。 

 ４ 確実な学力を身に付けさせる補充学習ができたか。 A 

５ 習熟の程度に応じた算数科の少人数指導はできたか。 Ｂ 

６ 下敷きと消しゴムを使用したノ－ト指導はできたか。 A 

７ 「家庭学習の手引き」による家庭学習の習慣化はできたか。 B 

８ 正しい姿勢と返事の仕方、統一した号令はできたか。 Ｂ 

9 問題解決的な学習過程はできたか。 Ｂ 
１０ 学習のめあての明示と児童のことばによるまとめはできたか。 B 

１１ 単元を貫く「言語活動」による国語科指導はできたか。 B 
１２ 話合いのめあてと活かし方を提示したグループ学習はできたか Ｂ 

１３ ＩＣＴを効果的に活用した授業はできたか。 Ｂ 
１４ 並行読書や家庭学習の習慣化により、一ヶ月に３冊以上本を読

むことができたか。 
Ｂ 

  ３ 道徳教育(豊かな心の育成ブランの推進)  ・土曜日の学校公開日に実施する道徳の授業を学 

年で研修し、児童の実態に即した、ねらいとす 

る価値を高める、ぶれのない指導方法を身に付 

けるようにしていく。 

１５ 全体計画を理解し、全教育活動を通して、道徳教育を実践でき

たか。 
Ｂ 

１６ 道徳の時間が児童の実態把握に基づき、計画的に実践できたか。 Ｃ 

１７ ねらいとする価値を高める道徳の授業が実践できたか。 Ｂ 

 ４ 生徒指導(豊かな心の育成ブランの推進)  ・一貫した生徒指導を組織的に行い、規律ある態

度の確立が同一歩調でなされている。引き続き

個別の支援や対応が必要な児童に対して、早期

に発見・協議・検討し、保護者や地域、関係機

関とも連携した対応をしていく。 

・清掃指導は、再度、教職員間で確認していく。 

１８ 講話朝会と学校のきまりによる一貫した生徒指導ができたか。 Ｂ 

１９ 校長講話から発達段階に応じ、学年・学級への指導ができたか。 Ａ 
２０ 児童の実態の共通理解と時機を逃さない教育相談や就学相談、 

ケース会議ができたか。 
Ｂ 

２１ 「時間いっぱいもくもくぴかぴか」を合言葉にした清掃指導が

できたか。 
Ｂ 

 ５ 交流教育(豊かな心の育成ブランの推進)  ・学級活動を通して、気づき、考え、話し合い、

実践する児童が見られるようになってきた。 

・何気ない言葉や態度が、相手を傷つけているこ

とを見逃さずにしっかり指導していく。 

２２ 異年齢集団による様々な交流活動を通して、体験的に学ぶ学習

活動の充実はできたか。 
Ｂ 

２３ 全教育活動を通した人権教育と平和教育の取組はできたか。 Ｂ 

 ６ 特別活動(豊かな心ブの育成ランの推進)  ・学級活動の学校課題研究に全力で取り組んでい



２４ 学級経営案の「学級における指導計画」に基づき、学級活動は 

計画的に行うことができたか。 
Ｂ ることが、大きな財産となっている。児童が目

指す児童像に近づくよう、引き続き研修を進め

ていく。 ２５ 児童会活動やクラブ活動は計画的に実施され、児童の自主的・

実践的な態度が育成できたか。 
Ｂ 

２６ 学校行事は適切に実施することができたか。 Ｂ 

 ７ 体力向上の維持増進(体力向上プランの推進)  ・体育部で、本校の体力の課題「握力」「投力」

「跳躍力」についての解決策を提案し、授業の

中で、あるいは日常的に、児童が体力向上でき

るようにしていく。 

２７ 基礎基本を確実に定着させた、より楽しい体育の授業づくりが

できたか。 
Ｂ 

２８ 進んで運動に親しませるための朝マラソンの取組ができたか。 Ｂ 

 ８ 保健健康安全(体力向上プランの推進)  ・不審者対応に避難訓練を始め、基本的な初期動

作が身に付き始めている。ＡＥＤの研修はして

いるが、緊急時に迷わず利用できるように繰り

返し研修を重ねていく。 

２９ 健康・安全についての理解が深まり、習慣化されるように指導

できたか。 
Ｂ 

３０ 保健目標を意識した健康指導ができたか。 Ｂ 

３１ 交通安全指導は、継続的・効果的に実施することができたか。 Ｂ 

３２ 避難、引取り、ＡＥＤを使用した訓練を実施し、確認した行動

がとれるようになったか。 
Ｂ 

 ９ 学年・学級経営  ・学年会を、報告・連絡・相談だけでなく、指導 

方法の研修の場として資質向上を図ることが

できた。学年会の時間を確保していく。 
３３ 学校・学年・学級経営の方針に基づき一貫性のある経営ができ

たか。 
Ｂ 

３４ 意図的・計画的に学年・学級経営を進めることができたか。 Ｂ 

３５ 児童の自己実現を図る場を多く設定することができたか。 Ｂ 

３６ いじめや差別のない学級づくりと人権教育はできたか。 Ｂ 

３７ 教室環境の整備に努力できたか。 Ｂ 

 １０ 校内研修など  ・低・中・高学年の授業を見合うことで、段階に

応じた学級活動の指導の在り方を学ぶことが

できた。 

・来年度に向け、本年度の成果と課題をしっかり

まとめ、見通しのある研修を推進していく。 

３８ 学校課題研究特別活動「めあてを明確にもち、所属する集団の

ために実践していく学級活動の創造」を目指して意欲的に取り

組むことができたか。 

Ｂ 

３９ 基礎基本の指導の上に、比べ合う段階の指導を充実させ、意見

をまとめていく学級活動はできたか。 
Ｂ 

４０ 研究組織や進め方は、研究内容に応じて、合理的・機能的にで

きたか。 
Ｂ 

４１ 研究内容を日々の指導の中に生かし、自己の研鑽に努めること

ができたか。 
Ｂ 

 １１ 職務遂行・服務(目指す教師へむけて)  ・報告・連絡・相談がよくできている。 

・仕事の順序立てを考え、協力し合いながら、ワ

ークバランスの向上を図るようにする。 

・会議の内容をスリム化し、協議すべきことを厳

選して臨むようにする。 

４２ 意欲的に職務に取り組むことができたか。 Ｂ 

４３ 報告・連絡・相談はしっかりできたか。 Ｂ 
４４ 教育公務員としての自覚を持ち、公務員倫理のもと、服務の厳

正に努めることができたか。 
Ａ 

４５ ゆとりをもった出勤ができたか。(出勤簿への捺印を含む) Ｂ 

４６ 服装、言葉遣い、挨拶等は適切にできたか。 Ｂ 
４７ 出張や研修の報告は速やかに行うことができたか。 Ａ  
４８ 組織の一員としての自覚に基づき、一人一人の責任を果たすこ

とができたか。 
Ｂ 

 
４９ ワークバランスを考え、自己の健康管理はできたか。 Ｃ 

 １２ 環境、施設設備  ・安全点検する場所と清掃場所とをリンクさせ

て、異常を気付きやすくしていくようにする。 

・清掃時以外の特別教室の鍵の取り扱いにつて、

再度、確認徹底する。 

・清掃時間を確保し、後片付けまで、落ち着いて

取り組ませるようにする。 

５０ 校舎内外の施設設備の整理整頓、修繕は適切にできたか。 Ｂ 
５１ 清掃用具の片付けはしっかりできたか。 Ｂ 

５２ 教育効果を高める掲示ができたか。(学級・学年・特別教室など) Ｂ 
５３ 安全点検・対応は適切にできたか。(担任→学年→安全部→管理

職) 
Ｂ 

５４ 美しい言語環境の推進はできたか。(対児童・保護者・来校者) Ｂ 

５５ 職員室の共有スペ－スやロッカ－、机上の整理整頓はできたか。 Ｃ 

 １３ 家庭・地域との連携  ・幼稚園との交流、ミシンボランティアの導入等、

年々充実してきている。 

・書道ボランティアの募集について、学校応援団 

会議で呼びかけ、支援を頂けるようにする。 

５６ 保護者、ＰＴＡと協力できたか。 Ｂ 

５７ 保護者・地域・学校応援団の力を生かすことができたか。（ボラ

ンティア年間計画の実施等） 
Ｂ 

５８ 保育園・幼稚園、中学校、高校、公民館や図書館などとの連携

はできたか。 
Ｂ 

 １４ 学校事務  ・全校統一日に集金し、支払いができるように、

改善したことは、効率的であった。 

・来年度は、集金の取りまとめの時間を確保し、

日にちの設定を考慮していく。 

５９ 現金の取り扱いは細心の注意が払われ、会計事務は適切に処理

できたか。 
Ａ 

６０ 情報の管理は適切にできたか。 Ｂ 

 


